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９月の理科学習から
今週末は運動会ですが、２学期が始まって１カ月、理科でも様々な学びをしてきました。

その様子を紹介します。

４年生
右の写真は何をやっているところでしょうか。一

見すると、的当てゲームのようなことをやって、遊

んでいるように見えますね。下の写真も、まるで昔

の遊技場の「射的」のようですね。実は、「物の体積

と力」の学習をしているところなのです。

この学習では、まず、空気をビニール袋に閉じこ

めて、その手ざわりと指で押した時の様子を調べま

した。次に、空気でっぽうで前玉が飛ぶ様子を見て、

その理由を考えました。そして、その理由の正しさ

を確かめるために、空気でっぽうで玉を飛ばしているのです。つまり、「空気は押し縮め

られるが、元に戻ろうとすることで、前玉を飛ばす」ことを実感するために行ったのです。

身の回りの物理現象に興味を持って、「なぜ？」という疑問を持てるとよいと思っていま

す。今週は「水の体積と力」について、学習しました。

【りかちゃんルーム射的場？】

５年生
「花から実へ」という学習で、植物は成長すると、花を咲かせ実がなることを調べまし

た。ここでは、花のつくりを調べ、その役割を知ることで、生命のつながりを考えるねら

いがあります。

花のつくりでは、アサガオの花を一人一人で分解して、中の様子（めしべ、おしべ、花

びら、がく）を観察・スケッチしました。めしべを１本取り出すと、その元の下には、す

でに「種子の元」ができていることを発見した勇磨くんは、お手がらでした。これで、め

しべの元が種子になることが、はっきり分かりました。

次に、おしべやめしべを観察すると、

肉眼でも見られるつぶつぶが気になりま

した。それを顕微鏡で観察することにな

りました。このつぶつぶは「花粉」であ

るということを教え、いろいろな花を持

ってきてもらって観察をしました。

種類によって形や色が異なる花粉観察

に、どの子も夢中になっている様子が印

象的でした。

花を持ってきてくれたみなさん、協力

をありがとうございました。

６年生
６年生は「太陽と月の形」に続き、「大地のつくりと変化」という学習を始めました。

大地はどのようにしてできたと、地震や火山の噴火による大地の変化を学ぶのですが、身

近に「地層」が見られる所がありません。したがって、映像に頼るところが多くなります

が、日本は地震と火山の多い国ですので、関心を持ってほしいと思っています。また、修

学旅行で行く鎌倉（切り通しなど）を、理科的な目でも見てほしいと思っています。



藤岡市理科自由研究発表会
「第１回藤岡市理科研究発表会」が１０月１３日（土）に藤岡市総合学習センターで

行われます。鬼石小学校からは、５年生の木下祐歌さん・大沢汐音さん・滝川ももさん

の「鉄は何でさびるか？」を発表する予定です。


